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的で，医学中央雑誌 Web 版 （Ver.5） を用いて， 







との親密性  4），介護参加経験の有無  4），世代  5），
性別  6）があげられていた．介護福祉士養成課程
の学生を対象にした調査  7）では，介護意識が介
























































































配布した 79 枚のうち 72 枚を回収した （回収率
91.1%）． 
３．１　対象者の背景　
性 別 は，男 性 が 1 人 （1.4%），女 性 が 71 人 
（98.6%） であった．祖父母と同居する者は，36
人 （50.0%）であった．介護経験があると答えた
者は 39 人 （54.2%），在宅看護実習前後で介護観
が変化したと答えた者は 47 人 （65.3%）であった．











  マイナス面が大きい 35 (23.6) 
6 ( 4.1)
3．困難なことも多くある 5 ( 3.4)
4．自分の時間がなくなる 3 ( 2.0)
5．拘束がある 2 ( 1.4)
6．介護は簡単にできるものではない 1 ( 0.7)
7．辛いことも多い 1 ( 0.7)
8．マイナス面も大きい 1 ( 0.7)
9．疲労がある 1 ( 0.7)
10．介護により家族に影響が加わる 1 ( 0.7)
11．社会資源を利用して，社会全体で療養 
   者・家族介護者を支えるもの 





12．必ずしも家族が介護をする必要はない 4 ( 2.7)
13．家族で介護をすることはできない 3 ( 2.0)
14．誰にも頼らずに介護を行うのは難しい 2 ( 1.4)
15．プラス面もある 5 ( 3.4)  
3．家族介護者とって 
  プラス面もある 
14 ( 9.5) 16．やりがいがある 5 ( 3.4)
17．介護をすることで家族も成長できる 2 ( 1.4)
18．生きがいにもなる 1 ( 0.7)
19．大変なことだけではない 1 ( 0.7)
20．家族の関係性が影響する 6 ( 4.1)
4．家族の関係性が影響 
する 
14 ( 9.5) 
21．療養者・家族介護者間の愛・感謝が介護を 
   成り立たせている 
3 ( 2.0)
22．家族の存在が大きい 2 ( 1.4)




25．家族介護者への援助も大切 11 ( 7.4)
5．家族介護者への援助も
大切 




28．家族の介護を家族で行いたい 11 ( 7.4)  
6．家族の介護を家族で行
いたい
12 ( 8.1) 29．介護できる環境が整っていれば，家族 
   の介護を家族で行いたい 
1 ( 0.7)




11 ( 7.4) 31．家族介護者・療養者の思いを互いに尊重す
べき 
3 ( 2.0)




34．介護は家族が行ったほうがいい 6 ( 4.1) 8．家族の介護を家族で行
ったほうがいい
6 ( 4.1) 
35．介護は人それぞれやり方がある 5 ( 3.4) 9．人それぞれやり方がある 5 ( 3.4) 
36．介護により，療養者の QOL が変わる 2 ( 1.4) 10．療養者の生活に 
影響する
2 ( 1.4) 
37．将来は家族に負担をかけたくないので，  
   在宅介護は望まない 
1 ( 0.7) 11．将来は家族に介護を   
   してほしくない
1 ( 0.7) 
38．介護に抵抗はない 1 ( 0.7) 12．介護に抵抗はない 1 ( 0.7) 
表１．看護実習後の介護観




































































【人それぞれやり方がある】5 記録単位 （3.4%） 
は，「お金や時間，生活の考え方が色々ある」等『介
護は人それぞれやり方がある』で形成された．
【療養者の生活に影響する】2 記録単位 （1.4%） 









数を占めた．平成 27 年国勢調査  11）によると， 
15-19 歳，20-24 歳の者における 3 世代世帯の割

































など  14, 15），在宅生活を継続する要因として，家族
介護者の介護肯定感，介護状況への満足感，自己
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Nursing Students’ Post-practicum Views on Caregiving: 
Considerations from the Field of Homecare Nursing.
Miki KOSHINO，Akari TADA and Shihomi SAKURAI
Abstract
　We analyzed data describing the post-practicum views of nursing students on caregiving from 
the standpoint of homecare nursing. A paper-based questionnaire survey was conducted with 4th-
year nursing students, and the content of description data from the survey was analyzed. The 
analysis resulted in 12 categories including: "Major disadvantages to family caregivers," "The wishes 
of both patients and family caregivers should be respected," and "Social resources are used to 
support patients and family caregivers." The views of the nursing students comprised content that 
focused on both patients and family caregivers, such as: "The wishes of both patients and family 
caregivers should be respected," and "Social resources are used to support patients and family 
caregivers throughout society."
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